
第５検討部会 会議録 
会議の名称  第 14回 第５検討部会 

開 催 日 時  平成 20年２月 29日（金）18時 00分から 20時 00分 

開 催 場 所  職員会館 

出 席 者  
（部会長）石井副委員長  （副部会長）伊田（昭）委員、豊田委員  
（委員）庵地委員、木岡委員、北原委員、山田委員、堀委員 

会 議 内 容  
１．自治基本条例に盛り込みたいこと 
２．素案の作成プロセス、作成スケジュール 
３．広報・PIチームの活動内容、立ち上げ方法 

会 議 資 料  第 14回部会資料 

発 言 内 容  

■自治基本条例に盛り込みたいこと 
・各部会で第３回運営調整部会までに、自治基本条例に盛り込みたい事項

を整理し、発表することになっている。すべてを網羅する必要はないと

思うが、できるだけ整理して提案したい。 
・前回は、前文に盛り込みたい事項を整理したが、本日は総論以降を考え

てみたい。 
■自治基本条例の目的 
・突然、目的を考えてと言われてもわからない。 
・条例は何のために必要かを考えていないと、作る意味はない。 
・あまり突き詰めて考えなくても、普段感じていることから発想しよう。

（ワークショップ形式でそれぞれ提案） 
・住民の意見が少しでも活かされるしくみを作ること 
・自分たちのまちは自分たちで作っていく、自分たちで育てていくことを

明確にすること 
・市民と未来の市民のために、より良い川口市を作っていく基本原則 
・市民自治の実現 
・市民の手による市民が守る市民が育てる条例 
・川口市に関わる人々がそれぞれの立場で参加・協力できるまちづくりを

進めること 
・市民が自分達で自らの汗を流し、まちをつくっていくために 
・自治とは自分達のことは自分達でやることで、その上で、誰が、何をや

るのか決める。誰がどんな権利を持ち、その義務は誰が負うのか、明確

にすること 
 
■自治基本条例の理念（→はそのためのしくみの提案） 
・住みやすいまち 
 →市民の声が届くように 
・「市民」として成長していける市に 
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・誰もが共に育っていける共育の市に 
 →大人になっても教育を受ける場を設けること、正しい親としての教育

を受けることができること 
・子育て、教育に力を入れた市政に 
・子どももお年寄りも安心して暮らせる医療の充実した市政を 
・川口を自慢できる街、誇りを持てる街 
・一人ひとりがいきいき、連帯感が感じられる街 
・風通しのよい開かれた市政にするために 
・市民と行政の間のフランクな関係 
 →構想の早い段階から希望を聞いて欲しい 
■各主体の責務 
①市民 
・思っていることを市役所に伝えましょう。 
・建設的な提案をしましょう。 
・ごみを見つけたら拾いましょう。 
・議会の傍聴をしましょう。 
②議会 
・市民の声をよく聞きましょう。 
・よく話し合いましょう。 
・委員会を開かれたものにしましょう。 
③市役所 
・市民の自主的自発的な活動を手伝いましょう。 
・道路等の公共施設を守りましょう。 
・案の段階で市民の希望やアイデアを積極的に取り入れましょう。 
■ワークシートのお願い 
・運営調整部会まであまり時間がないので、ワークシートにどの項目でも

いいので、盛り込みたい事項を提案して、次回会議の前に石井まで送付

して下さい。 
■素案の作成プロセス、作成スケジュール 
（スケジュール） 
・部会長案を説明 
・12月までにできるか不安である。草加市の例をみても時間をかけている。
・今から伸ばすことを前提にスケジュールを組むのは良くない。 
・今は 12 月ということを目標にして、夏くらいに状況を見ながら見直し
をすればいいのではないか。臨機応変に考えたほうがいい。 
（とりまとめの方法） 
・とりまとめチームを策定するのも１案であるが、単に編集作業なら、部

会で条例案を詰めたほうがいいのではないか。 
・その場合は５つの条例をとりまとめることになり、調整の労力がたいへ
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んになる。ある程度、編集したものを各部会で議論したほうがいいので

はないか。 
・起草委員会は最後の最後でいいと思う。素素案の段階まではとりまとめ

チームが担当するほうがいい。 
■広報・啓発・広聴チーム（仮称）の設置について 
・伊田委員からの提案を議論 
・基本的にはいいと思うが、次回までに見て頂き、何かあれば意見を出し

て欲しい。（部会長） 

次回以降日程 
（予定） 

第 15回 ３月 14日（金）18～20時 
第 16回 ３月 31日（金）18～20時 
第３回運営調整部会 ３月 24日（月）18:00～20:00 
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